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本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ

い
て
、
総
務
委
員
会
・
産
業
建
設
委
員
会
・

教
育
厚
生
委
員
会
・
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
開
き
、
審
査
等
を
行
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

な
お
、
各
議
案
の
内
容
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
）
に
つ
い
て
は
、
一
部
掲
載
で
す
。

ま
た
、
去
る
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
付
託
さ
れ

た
第
71
号
議
案
に
つ
い
て
９
月
30
日
、

10
月
１
日
の
２
日
間
で
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
き
審
査
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
第
82
号　

島
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
【
可
決
】

●
第
83
号　

島
原
市
道
路
占
用
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
【
可
決
】

Ｑ
本
市
は
地
価
が
下
が
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
こ
の
改
正
は
額
が
上
が
る
改
正
で
あ

る
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
大
丈
夫
な
の
か
。　

Ａ
本
市
に
お
い
て
は
地
価
は
現
状
下
が
っ

て
い
る
が
、
こ
の
占
用
料
の
改
正
は
、
国

の
道
路
法
施
行
令
で
定
め
ら
れ
た
額
を
基

準
に
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
電
柱
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
第
１
種
、

第
２
種
、
第
３
種
と
あ
る
が
、
そ
の
違
い

は
何
か
。

Ａ
共
架
さ
れ
て
い
る
電
線
の
本
数
が
３
本

以
下
が
第
１
種
、
４
、
５
本
が
第
２
種
、

６
本
以
上
が
第
３
種
で
あ
る
。

●
第
84
号　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
（
浜
の
川
湧
水
観
光
交
流

施
設
）
【
可
決
】

Ｑ
応
募
状
況
に
つ
い
て
。

Ａ
募
集
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｆ
Ｍ
し
ま
ば
ら
、
カ
ボ
チ
ャ
テ
レ
ビ
、

島
原
新
聞
、
長
崎
新
聞
な
ど
で
応
募
条
件

を
出
し
て
周
知
を
行
っ
た
。
問
い
合
わ
せ

は
２
件
あ
り
、
申
請
書
等
の
書
類
を
配
布

し
た
が
、
最
終
的
に
１
件
の
応
募
で
あ
っ

た
。
募
集
期
間
は
７
月
22
日
か
ら
９
月
23

日
ま
で
の
２
ヶ
月
間
で
あ
る
。

　
Ｑ
応
募
条
件
に
つ
い
て
。

Ａ
条
例
で
観
光
交
流
施
設
は
地
元
特
産
品

等
の
宣
伝
・
販
売
と
い
う
の
が
あ
る
の

で
、
そ
の
範
囲
内
で
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
い
う
こ
と
で
特
段
条
件
等
は
付
け
て
い

な
い
。

　
Ｑ
銀
水
を
指
定
管
理
に
す
る
こ
と
の
メ
リ

ッ
ト
は
。
民
の
活
用
や
経
費
の
削
減
は
。

Ａ
現
状
で
で
き
な
い
部
分
、
例
え
ば
体
験

や
、
銀
水
を
使
っ
た
活
用
法
な
ど
を
民
の

力
を
借
り
な
が
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　

ま
た
、
現
在
は
直
営
で
収
支
の
均
衡
を

保
ち
な
が
ら
や
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
ゼ
ロ
で
も
や
っ
て
い
け
る
と
思

う
。

Ｑ
現
在
、
直
営
で
雇
わ
れ
て
い
る
銀
水
の

職
員
と
銀
水
の
味
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

引
き
継
ぎ
等
も
き
ち
ん
と
し
て
ほ
し
い
。　
　
　

Ａ
現
在
の
銀
水
の
職
員
を
優
先
し
て
の
採

用
、
ま
た
、
今
の
銀
水
の
味
を
引
き
継
い

で
い
き
た
い
と
い
う
意
向
を
お
聞
き
し
て

い
る
。

　
Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
で
指
定
管
理
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
官
が
民
を
圧
迫
す
る
心
配
が
あ

る
が
。

Ａ
銀
水
に
限
ら
ず
、
官
が
民
業
を
圧
迫
す

る
と
い
う
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、

行
政
が
す
べ
き
こ
と
、
民
間
が
や
る
べ
き

こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
銀
水
の
昔
の
面
影

を
残
し
な
が
ら
島
原
の
風
土
を
堪
能
い
た

だ
く
と
い
う
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
を
持
ち

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

委
員
会
活
動
報
告

 

総    

務  

委
員
会

 

審
査
件
数
１
件

産
業
建
設  

委
員
会

 

審
査
件
数
２
件

pick up

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い

道
路
占
用
料
の
額
を
変
更
す
る

pick up

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
に
係
る
所

得
基
準
に
つ
い
て
、
基
礎
控
除
額
相

当
分
の
基
準
額
を
33
万
円
か
ら
43
万

円
に
引
き
上
げ
る
等
の
規
定
の
整
備

を
行
う

pick up
浜
の
川
湧
水
観
光
交
流
施
設
の
管
理

を
「
株
式
会
社　

玉
乃
舎
」
が
行
う

浜の川湧水観光交流施設「銀水」
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●
第
87
号　

令
和
２
年
度
島
原
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
【
可
決
】

Ｑ
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
電
子
計

算
機
管
理
費
負
担
金
に
つ
い
て
、
昨
年
度

の
決
算
額
は
約
３
３
８
万
円
で
あ
る
が
、

今
回
の
補
正
予
算
で
一
度
に
約
１
０
５
万

円
も
計
上
さ
れ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

Ａ
税
制
改
正
で
、
住
民
税
の
基
礎
控
除
見

直
し
に
伴
う
所
得
課
税
情
報
の
変
更
が
生

じ
た
こ
と
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
の
経
費

で
あ
る
。

Ｑ
財
源
に
つ
い
て
。

Ａ
１
０
５
万
６
千
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
国
か
ら

は
高
齢
者
医
療
制
度
円
滑
運
営
事
業
費
補

助
金
と
し
て
、
21
万
千
円
交
付
予
定
で
あ

る
。

●
第
86
号　

令
和
２
年
度
島
原
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
【
可
決
】

　　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
常
任
委
員

会
を
単
位
と
す
る
各
所
管
の
分
科
会
か
ら

の
審
査
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
総
括
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
ふ
る
さ
と
し
ま
ば
ら
寄
附
金
事
業
の
消

耗
品
費
９
千
万
円
の
内
訳
と
、
増
収
の
要

因
に
つ
い
て
。

Ａ
消
耗
品
費
に
つ
い
て
は
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
金
に
対
す
る
返
礼
品
代
で
あ
る
。

当
初
予
算
で
５
億
円
計
上
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
４
万
３
２
０
５
件
の
７
億
２
９

６
４
万
５
千
円
の
寄
附
が
あ
っ
て
お
り
、

当
初
予
算
を
大
幅
に
上
回
る
寄
附
が
届
い

て
い
る
。
返
礼
品
に
つ
い
て
は
昨
年
度
末

４
０
４
品
目
あ
っ
た
も
の
を
、
本
年
度
12

月
末
現
在
で
６
６
２
品
目
ま
で
造
成
で
き

た
こ
と
、
ま
た
、
昨
年
度
４
サ
イ
ト
あ
っ

た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
本
年
度
は
10
サ
イ

ト
ま
で
増
や
し
寄
附
の
募
集
を
行
っ
た
こ

と
が
、
寄
附
が
増
え
て
い
る
大
き
な
要
因

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
台
風
被
災
農
業
用
施
設
等
復
旧
対
策
支

援
事
業
補
助
金
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
台
風
９
号
、
10
号
に
よ
り
被
災
し
た
農

業
用
施
設
や
畜
舎
の
修
繕
等
を
支
援
す
る

事
業
で
、
県
が
新
た
に
創
設
し
た
補
助
事

業
で
あ
る
。
補
助
率
は
県
が
10
分
の
３
以

内
、
市
が
10
分
の
１
で
あ
り
、
自
己
負
担

が
10
分
の
６
で
あ
る
。
今
回
は
、
養
鶏
の

３
経
営
体
が
被
災
し
た
鶏
舎
の
屋
根
、
カ

ー
テ
ン
等
の
修
繕
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
事
業
に
つ
い
て
。

Ａ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
接
種
券
を
発

行
し
て
全
市
民
に
発
送
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
そ
の
準
備
の
た
め
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。
接
種
券
に
つ
い
て
は
65
歳
以

上
の
方
か
ら
順
に
発
送
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
国
は
65
歳
以
上
の
方
に
対
し
て

は
３
月
12
日
を
め
ど
に
発
送
を
す
る
よ
う

に
示
し
て
い
る
。

　

接
種
順
位
は
医
療
従
事
者
が
ま
ず
最
初

で
、
そ
の
後
、
65
歳
以
上
の
方
、
基
礎
疾

患
を
持
っ
た
方
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

方
、
そ
し
て
一
般
の
方
と
な
り
、
接
種
時

期
に
つ
い
て
は
医
療
従
事
者
が
２
月
の
中

旬
頃
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
そ
の
後
、
65

歳
以
上
の
方
は
３
月
末
頃
か
ら
の
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
小
・
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
費
に
つ

い
て
、
１
人
１
台
端
末
導
入
な
ど
前
に
も

補
正
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
事
業
費
が
不
足
し
た
た
め
、
今
回
追
加

で
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
今
回
の
事
業
内
容
は
、
学
校
の
巡
回
相

談
や
教
職
員
の
研
修
支
援
、
ま
た
、
各
種

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
の
環
境
整
備
の
初

期
対
応
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
お
け
る
設

定
、
運
用
面
の
支
援
を
行
う
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
事
業
と
は
別
の
も
の
と
な
る
。

教
育
厚
生 

委
員
会

 

審
査
件
数
１
件

pick up
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
５
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
６
億
５
１
１
０
万
円
と
す

る

予
算
審
査
特
別 

委
員
会

 

審
査
件
数
１
件

pick up

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
５
８
５
９
万
３
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を
３
０
０
億
４
８
７
０

万
１
千
円
と
す
る

島原市ふるさと納税の返礼品の一部



  12　　　　　　島原市議会だより№ 248

Ｑ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
支
援
業
務

委
託
料
に
つ
い
て
。

Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
小
・
中
学

校
を
合
せ
て
３
名
を
予
定
し
て
お
り
、
雇

用
に
つ
い
て
は
、
本
市
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
人
材

不
足
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
の
確
保
が
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
業
者
に
委
託
す
る

予
定
で
あ
る
。
業
務
の
実
施
時
期
は
、
１

人
１
台
端
末
及
び
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
終
了
後
の
３
月
か
ら
開
始
し
、
６
月

ま
で
の
４
ケ
月
間
を
予
定
し
て
い
る
。

●
第
71
号　

平
成
31
年
度
（
令
和
元
年

度
）
島
原
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

【
認
定
】

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
決
算
の
概
要
」
、
「
主
要
施
策

の
成
果
説
明
書
」
、
監
査
委
員
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
決
算
及
び
基
金
運
用
状
況
審
査

意
見
書
」
な
ど
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
費
は
予

約
受
付
業
務
委
託
料
が
約
34
万
円
、
自
動

車
購
入
費
が
約
１
２
３
５
万
円
、
運
行
事

業
補
助
金
が
約
２
３
７
万
円
な
ど
で
、

合
計
が
約
１
７
５
３
万
円
、
実
績
は
予
約

件
数
が
86
件
、
乗
車
人
数
が
１
２
１
人
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ
自
動
車
購
入
費
に
つ
い
て
は
初
期
投
資

と
い
う
こ
と
で
や
む
を
得
な
い
部
分
も
あ

る
が
、
乗
車
率
が
悪
く
、
改
善
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
乗
車
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
工

夫
を
し
か
け
て
い
き
た
い
。

Ｑ
島
原
市
地
方
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

と
し
て
、
市
内
の
赤
字
路
線
に
対
し
２
５

０
０
万
円
程
度
を
負
担
し
て
い
る
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
を
展
開
す
る
な
か

で
、
赤
字
路
線
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
赤
字
路
線
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
を
活
用
し
て
い
く
方
向
性
で
島
鉄

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
赤
字
の
補
填
に

つ
い
て
は
、
今
後
見
直
し
が
必
要
に
な
る

と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
敬
老
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い

て
、
利
用
者
数
を
増
や
す
た
め
に
、
市
内

の
宿
泊
施
設
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
財
政
状
況
も
あ
る
の
で
、
事
業
費
を
増

や
す
こ
と
は
厳
し
い
が
、
入
浴
料
に
つ
い

て
宿
泊
施
設
に
協
力
い
た
だ
け
る
か
ど
う

か
を
含
め
て
、
検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た

い
。

Ｑ
産
前
産
後
の
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ

い
て
、
決
算
額
は
21
万
５
５
０
０
円
で
あ

る
が
、
こ
の
事
業
に
は
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
事
業
費

で
事
業
は
き
ち
ん
と
実
施
さ
れ
て
い
る
の

か
。

Ａ
平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）
は
、
利

用
者
が
８
人
、
延
べ
利
用
日
数
が
71
日
、　

延
べ
利
用
時
間
が
１
５
４
時
間
で
あ
る
。

Ｑ
地
下
水
等
水
質
検
査
に
つ
い
て
、
大
三

東
地
区
は
15
か
所
中
10
か
所
が
基
準
超
過

で
あ
る
が
、
原
因
は
何
か
。

Ａ
硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒
素
に
よ

る
も
の
だ
が
、
以
前
か
ら
大
三
東
地
区
と

三
会
地
区
の
数
値
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

両
地
区
と
も
共
通
し
て
農
業
が
盛
ん
な
地

域
で
あ
り
、
原
因
に
つ
い
て
今
ま
で
研
究

さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
と
い
う
特
定
は
で

き
て
い
な
い
。

Ｑ
ご
み
量
が
年
々
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て

い
る
と
思
う
が
、
市
と
し
て
の
目
標
を
年

間
ど
の
く
ら
い
に
設
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
現
在
、
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
４
万
人

の
ご
み
減
量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は

目
標
と
し
て
市
民
一
人
１
日
当
た
り
の
ご

み
排
出
量
を
８
５
０
グ
ラ
ム
に
設
定
し
て

い
る
。
年
間
に
す
る
と
約
３
１
０
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
全
市
民
の
ご
み
排
出
量
で
は
約
１

万
３
０
０
０
ト
ン
に
な
る
。

Ｑ
島
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営

費
補
助
金
１
４
４
３
万
円
を
補
助
し
な
け

れ
ば
運
営
が
で
き
な
い
状
況
な
の
か
。

Ａ
昨
年
度
の
決
算
で
は
収
支
の
差
額
が
約

３
４
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
市
か
ら
の

補
助
が
な
け
れ
ば
運
営
が
厳
し
い
状
況
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

 

接
種
体
制
確
保
事
業

　
　
　
　
　
　
　

６
３
９
万
７
千
円

決
算
審
査
特
別 

委
員
会

pick up（歳出）

 

ふ
る
さ
と
し
ま
ば
ら
寄
附
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
円

 

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

　

 
 

　
　

 

　

 

９
１
０
８
万
１
千
円 

 

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

 

業　
　
　
　

 

１
４
４
８
万
８
千
円 

 

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
事

 

業 

　
　
　
　
　

５
５
４
万
８
千
円

 

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
事

 

業 

　
　
　
　

２
２
１
２
万
２
千
円

 

台
風
被
災
農
業
用
施
設
等
復
旧
対

 

策
支
援
事
業　

 

４
３
６
万
３
千
円

 

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
３
４
万
７
千
円

pick up

歳
入
決
算
額　

 

２
４
６
億
５
９
８
３
万
１
７
１
５
円

歳
出
決
算
額　

 

２
４
１
億
２
４
２
２
万
５
１
６
０
円
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Ｑ
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
負
担

金
に
つ
い
て
、
島
原
地
区
の
藻
場
の
保
全

の
事
業
費
が
２
８
８
万
円
だ
が
、
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
藻
場
を
再
生
す

る
の
は
難
し
い
の
か
。

Ａ
島
原
地
区
環
境
・
生
態
系
保
全
活
動
組

織
は
、
藻
場
の
保
全
と
し
て
ア
マ
モ
の
増

殖
、
湊
島
に
お
け
る
ヒ
ジ
キ
の
増
殖
を

行
っ
て
い
る
。
ア
マ
モ
に
つ
い
て
は
、
新

田
町
の
ス
ク
イ
の
南
側
に
お
い
て
母
藻
移

植
の
作
業
を
漁
業
者
と
一
緒
に
実
施
し
て

お
り
、
近
年
は
そ
の
範
囲
が
広
が
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
ヒ
ジ
キ
に
つ
い
て
は
、

湊
島
の
一
つ
の
島
を
保
護
区
と
し
て
漁
師

が
守
っ
て
お
り
、
ヒ
ジ
キ
が
定
着
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
を
ほ
か
の
島
に
広
げ
て
い
き
、
時

期
に
よ
っ
て
は
か
な
り
繁
茂
し
た
状
態
を

確
認
し
て
い
る
の
で
、
効
果
は
出
て
き
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
企
業
立
地
促
進
・
雇
用
創
出
事
業
の
経

済
効
果
は
。　
　

Ａ
昨
年
度
は
４
法
人
に
４
１
８
万
９
千
円

の
補
助
金
を
支
出
し
た
。
平
成
24
年
度
か

ら
令
和
元
年
度
ま
で
に
18
件
の
指
定
を
行

い
、
２
０
０
人
を
超
え
る
新
た
な
雇
用
を

創
出
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
固
定
資
産
税
や

市
民
税
等
、
総
額
で
１
億
７
千
万
円
ほ
ど

の
税
収
増
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
大
き
な

経
済
効
果
が
あ
っ
て
い
る
。

Ｑ
ゆ
と
ろ
ぎ
の
湯
は
本
市
の
中
心
的
な
観

光
材
料
で
あ
り
、
ま
た
市
民
の
健
康
維

持
、
増
進
を
図
る
施
設
で
あ
る
。
歩
行
湯

の
修
繕
を
早
く
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思

う
が
、
計
画
は
あ
る
の
か
。

Ａ
ゆ
と
ろ
ぎ
の
湯
の
施
設
全
体
が
老
朽
化

を
し
て
お
り
、
歩
行
湯
の
み
で
は
な
く
全

体
的
な
施
設
の
在
り
方
も
踏
ま
え
た
中
で

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
な

計
画
の
策
定
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
広
馬
場
下
公
有
水
面
埋
立
事
業
に
つ
い

て
総
額
は
。
完
成
後
の
活
用
方
法
は
。

Ａ
合
併
特
例
債
に
よ
る
市
の
単
独
事
業

で
、
総
額
２
億
７
２
０
０
万
円
を
予
定
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
末
の
完
成
予
定
で

防
災
広
場
を
計
画
し
て
い
る
が
、
地
元
の

方
々
に
意
見
を
聞
き
な
が
ら
有
効
な
利
用

方
法
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ
白
土
湖
管
理
経
費
の
水
草
処
理
業
務
委

託
料
約
３
１
７
万
円
だ
が
、
前
年
度
の
半

分
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
効
果
は
。

Ａ
藻
刈
船
を
長
期
契
約
で
リ
ー
ス
し
た
こ

と
、
ま
た
、
人
件
費
の
関
係
で
減
額
と

な
っ
て
い
る
。
以
前
は
年
５
回
の
水
草
処

理
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
藻
刈
船
で
は
週

２
回
で
刈
り
取
り
を
行
い
、
比
較
的
き
れ

い
な
状
態
を
保
っ
て
い
る
。

Ｑ
防
災
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
約

４
６
５
１
万
円
に
つ
い
て
、
内
容
は
。

Ａ
新
庁
舎
の
建
設
と
と
も
に
導
入
し
た
。

気
象
情
報
等
の
自
動
収
集
、
状
態
管
理
の

一
元
化
を
行
う
こ
と
で
、
気
象
災
害
へ
の

対
応
の
迅
速
化
が
図
れ
、
市
民
等
へ
の
避

難
準
備
情
報
な
ど
の
情
報
発
信
が
遅
れ
る

こ
と
な
く
出
せ
る
。

Ｑ
小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

教
育
用
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
分
も
含
ま

れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
今
回
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
―
ル
で
も
使
用
す
る
こ
と

と
し
、
無
駄
に
な
る
機
器
が
出
な
い
よ
う

に
考
え
て
い
る
。 

Ｑ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
用
の
軽
自
動
車
の
購
入

だ
が
、
各
学
校
を
回
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
各
学
校
を
ほ
ぼ
毎
日

巡
回
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
い
わ
ゆ
る
パ
ソ
コ
ン
で

の
業
務
や
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
ア
プ
リ
導
入
の
サ
ポ
ー
ト
も
行

っ
て
い
る
。

Ｑ
九
州
学
生
駅
伝
大
会
開
催
費
補
助
金

１
７
９
２
万
円
の
経
済
効
果
は
。

Ａ
開
催
に
あ
た
り
テ
レ
ビ
放
映
に
お
い
て

事
前
告
知
や
大
会
の
55
分
番
組
な
ど
で
、

島
原
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
、
島
原
の
特
産
品
と
い
っ
た
島
原
の
魅

力
を
九
州
一
円
に
放
送
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
島
原
の
観
光
宣
伝
の
効
果
が
相
当

あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
対

応
が
、
島
原
市
は
少
し
遅
れ
て
い
る
と
思

う
。
修
繕
費
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
、
午
前
中

は
子
ど
も
た
ち
の
給
食
を
、
午
後
は
高
齢

者
の
食
事
を
作
る
な
ど
、
合
理
的
で
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
も
で
き
る
よ
う
な
施
設
の
計

画
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

Ａ
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

現
存
の
調
理
場
等
の
統
廃
合
等
も
含
め
、

管
理
計
画
で
考
え
て
い
る
。
老
朽
化
等
も

含
め
て
少
し
見
直
し
を
す
る
時
期
な
の
で

御
指
摘
の
件
も
含
め
検
討
し
た
い
。

白土湖


